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  ● 入試のため休館 （ICカード入館不可）     

    12月7日(金) 17時 ～ 12月9日(日) 19時  

      期間中は構内立入禁止のため休館します。 

           ICカードでの入館不可。ご注意ください。 
 

  ● 短縮開館（9時～17時） 

    12月25日(火) ～ 12月27日(木)  

    17時以降はICカードでの入館となります。 
 

  ● 年末年始の休館 

       12月24日(月) 

     12月28日(金) ～ 1月3日(木) 

    期間中はICカードでの入館となります。 
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2018年ノーベル医学・生理学賞 受賞                    

本庶佑 博士 の ほん 
 

 『いのちとは何か』  
        （岩波書店, 2009年）          

 『遺伝子が語る生命像』 
          （講談社, 1986年） 
 

 

   この他11冊（編著書、本館の図書含む）  

   所蔵しています。ぜひご利用ください！ 
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お知らせ （ 既報 ） 
 

 現在、一部の雑誌（おもに2017年発行）は 

 製本作業中のためご利用いただけません。 
 
 

 ○ 対象の雑誌リストを掲示しています。 
 

 ○ OPACには「製本中」と表示されています。 
  

 ◯ 製本完了・配架は1月上旬ごろです。 
  

 ◯ 製本中の雑誌を利用したい場合には、文献 

  複写サービスをお申込みください 。 
 

 

□9:00-20:00 ■9:00-17:00 ■10:00-16:00 ■休館日 



    

  師走ですね。今年は「明治150年」でしたが、同時に1918（大正7）年  

 から100年とも言えます。1918年夏に発生した「米騒動」は、日本の社 

 会福祉の充実を促した重要な事件です。また、秋に成立した原内閣は、 

 初の本格的政党内閣として「高等教育機関の設置拡大」を進めました。 

 旧制松江高等学校（本学沿革の一つ）の設立は、これによるものです。 

  …と学生の頃に教わりました。少し早めですが、よいお年を。（ Y.T. ） 
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医 学 図 書 館 の 動 き 

  

 JMLA（特定非営利活動法人 日本医学図書館協会）は、全国に8地区会があります。今回の中四国

地区会総会では、中国四国地方の大学医学部、病院等の医療関係機関の図書館(室)15機関、31名が

参加しました。 

 1日目は、各館の年間報告、議題に関する協議が行われました。また、夕方には会場となった広島

大学霞図書館の館内見学がありました。2日目は、継続教育(事例・研究発表)、承合事項についての

意見交換等を行いました。また、閉会後に広島大学医学部医学資料館の見学に参加しました。この

医学資料館では、『解体新書』の初版本、人間の骨格に忠実に作られた「身幹儀」（星野木骨）など

医学に関する貴重な資料を見ることができました。 

 今回、加盟機関の悩みや課題、それらを解決するための工夫など、有益なお話を直接聞くことが

できて、大いに刺激を受けました。この経験を今後の業務に生かしていきたいと思います。 

 編集後記 

第54回JMLA中四国地区会総会に参加しました 
日時：平成30年11月15日（木）・16日（金） 会場：広島大学 霞図書館 

   プレゼンテーションスキルは、社会で必要とされるコミュニケーション 

  スキルの一つですが、大学などで教わる機会はあまりないかもしれません。 

     今月は、図書館にあるプレゼンテーションスキルの関連図書紹介します。 

12月のブックコンパス 

自動貸出装置が復旧しました 
  

 10月中旬から不調の続いた自動貸出装置を、11月14日に交換しました。これは、附属

図書館本館にあった貸出装置（2台）のうち1台を借りたもので、機種はこれまでと同じ

です。約1ヶ月ほど、時間外利用者の方などにはご不便をおかけしましたが、ご協力あり

がとうございました。なお、本館から借りた装置も数年来使っているものです。丁寧に

取り扱っていただくよう、お願いします。 

プレゼンテーションスキルを学ぶ 

今年をふりかえる（2018年4月～11月） 余録 
  振り返ると「なおしたもの」が多めでした。なお、「なおしたいもの」はもっと多くあります。 
 

  ◆むかえたもの……新規採用の職員（4月、10月に各1名）            

  ◆なおしたもの……退館ゲート支柱（5月ごろからぐらつく。9月に設置位置を変えて再固定） 

  ◆なおしたもの……入館ゲートのフラップ（8月に左側フラップが破損、手作業で付け替え ） 

  ◆なおしたもの……自動貸出装置（8月に点検・修理、10月に再び不調となり、11月に交換） 

  ◆はこんだもの……2階の図書一部（配架スペース確保のため、8月の蔵書点検に併せて移動） 

  ◆ひらいたもの……企画展『イラストでたどる西洋人の見た明治初期の日本』 （7月・本館） 


